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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
完
成
し
た

慶
應
義
塾
図
書
館
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
三

田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
約
２
８
０

万
冊
の
蔵
書
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
多
数

の
個
人
文
庫
、
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
蔵
書
の

展
示
を
通
じ
て
、
来
館
者
の
興
味
を
刺
激

し
、
知
識
を
高
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

も
、
義
塾
の
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し

て
の
大
切
な
使
命
で
あ
る
。

　

義
塾
の
図
書
館
の
原
型
は
、
三
田
以
前

の
芝
新
銭
座
時
代
に
教
室
の
片
隅
に
置
か

れ
て
い
た
書
棚
に
ま
で
遡
る
が
、
前
述
の

と
お
り
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
煉
瓦
造

り
の
図
書
館
（
現
在
の
図
書
館
旧
館
）
が
完

成
し
て
以
降
、
そ
の
活
動
は
本
格
化
し
た
。

　

ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
式
の
優
美
な
美
し
さ
を

今
に
伝
え
る
図
書
館
の
初
代
監
督
（
館
長

の
当
時
の
称
）
に
就
任
し
た
の
は
、
田
中

一
貞
。
大
学
部
文
学
科
卒
業
後
、
派
遣
留

学
生
と
し
て
米
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
社
会
学

を
学
び
、
仏
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
で
の
研
究
を
経
て
、
帰
国
後
は
社
会
学

を
担
当
す
る
義
塾
最
初
の
教
員
と
な
っ
た
。

図
書
館
の
展
示
を
始
め
た
の
も
田
中
だ
っ

た
。
図
書
館
開
館
式
に
際
し
て
、”福
澤
先

生
の
遺
物
“”古
文
書
“”維
新
前
後
西
洋
文

明
輸
入
に
関
係
あ
る
図
書
“
な
ど
を
「
特

別
閲
覧
室
」
で
陳
列
展
示
し
た
の
で
あ
る
。

開
館
７
年
前
の
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年

か
ら
図
書
館
主
任
を
務
め
て
い
た
田
中
は
、

蔵
書
展
示
の
意
義
を
早
く
か
ら
認
識
し
て

い
た
。

　

開
館
２
年
後
の
１
９
１
４
（
大
正
３
）

年
に
は
、
田
中
の
発
案
に
よ
り
、
毎
月
１

週
間
、
塾
生
に
「
親
し
く
所
蔵
の
参
考
書

に
接
す
る
機
会
」
を
与
え
る
こ
と
を
目
的

に
書
籍
展
覧
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

彼
が
当
時
の
鎌
田
栄
吉
塾
長
に
随
行
し
た

欧
米
視
察
に
お
い
て
、
欧
米
の
図
書
館
で

は
公
開
書
架
が
行
わ
れ
、
学
生
が
自
由
に

書
物
に
親
し
ん
で
い
る
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
当
時
は

｢

展
示｣

は
、義
塾
図
書
館
の
も
う
一
つ
の
顔

〜
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
展
示
室
の
歩
み
〜

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
慶
應
義
塾
図
書
館
）
１
階
に
あ
る
展
示
室
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？

１
０
２
年
前
の
図
書
館
（
現
在
の
旧
館
）
開
館
以
来
、
義
塾
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
蔵
書
を
中
心
と
し
て
継
続
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
展
示
は
、
知
的
興
味
の
新
し
い
扉
を
開
い
て
く
れ
る
。

図
書
館
内
で
展
示
を
始
め
た
の
は

初
代
監
督（
館
長
）、田た

中な
か

一か
ず

貞さ
だ

大正期の特別閲覧室（三田メディアセンター所蔵）

田中一貞（1872［明治 5］年～
1921［大正 10］年）
（三田メディアセンター所蔵）
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示
室
」が
設
け
ら
れ
た
。
同
年
10
月
の「
慶

應
義
塾
図
書
館
所
蔵
庄
内
史
料
展
」
以
来
、

同
展
示
室
で
は
、
毎
回
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

企
画
展
示
の
開
催
は
通
算
３
０
０
回
を

超
え
る
。
企
画
か
ら
資
料
選
定
、
展
示
、

展
示
目
録
作
成
、
広
報
に
至
る
ま
で
の
す

べ
て
を
、
図
書
館
の
担
当
者
が
、
時
々
の

テ
ー
マ
を
専
門
と
す
る
教
員
の
協
力
を
得

な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
所
蔵
資
料
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
公
開
展
示
を
予
定
し
て
い
る
。
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
味
わ

え
な
い
”本
物
“
を
目
に
し
て
ほ
し
い
。

　

慶
應
義
塾
図
書
館
（
慶
應
義
塾
大
学
三

田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
展
示
情
報
」
か
ら
、
詳
し
い
情
報
を

確
認
で
き
る
。

閉
架
式
が
主
流
で
あ
っ
た
な
か
で
始
め
た

こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
月
次
書
籍
展
覧
会
は
、
や
が
て
学

期
ご
と
の
図
書
館
展
覧
会
に
引
き
継
が
れ
、

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
２
月
ま
で
33
回

続
け
ら
れ
た
。
テ
ー
マ
は
都
市
、
金
融
・

貨
幣
、
英
文
学
、
社
会
問
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
５
回
目
か
ら
は
専
門
家
に
よ
る

講
演
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
よ
り
意
義

の
深
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

大
正
末
か
ら
途
絶
え
が
ち
だ
っ
た
展
覧

会
だ
が
、
小
泉
信
三
監
督
の
も
と
、
１
９

３
１
（
昭
和
６
）
年
に
「
福
澤
先
生
伝
記

完
成
記
念
展
覧
会
」、
翌
年
に
は
「
創
立

75
年
記
念
西
洋
経
済
思
想
史
展
覧
会
」
と

し
て
開
催
さ
れ
、
徐
々
に
活
気
を
取
り
戻

し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
３
４
（
昭

和
９
）
年
６
月
に
は
、
高
橋
誠
一
郎
監
督

の
も
と
で
、
時
宜
を
得
た｢

ナ
チ
ス
文
献

展
覧
会｣

が
、
ま
た
１
９
４
１
（
昭
和

16
）
年
に
は
、
高
橋
自
身
が
所
蔵
す
る
浮

世
絵
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
当
面
被
災
し

た
建
物
の
再
建
や
規
定
の
整
備
な
ど
に
力

が
注
が
れ
た
が
、
１
９
５
２
（
昭
和
27
）

年
の｢

中
国
関
係
稀
覯
書
展｣

を
皮
切
り

に
展
示
が
再
開
さ
れ
た
。
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
の
図
書
館
新
館
の
開
館
後
は
、

１
階
の
展
示
ケ
ー
ス
を
用
い
た
小
展
示
が

積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
１
年
、
新
館
１
階
に
あ

っ
た
P
C
エ
リ
ア
が
南
校
舎
に
移
り
、

そ
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
約
70
㎡
の
新
「
展

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
手
づ
く
り
の

「
企
画
展
示
」は
通
算
３
０
０
回
以
上

現在の展示室内部（撮影：井上悟）

1932 年 5 月に開催された創立 75 年記念展覧会の様子（三田メディアセンター所蔵）


